
































 また、世代別の相違点に関しては、○A 農業に対する考え方、○B 関係機関に対する考
え方、○C 情報発信に対する考え方、○D 集団に対する考え方の４つの側面から検討した。 
それによると、○A 高年層から若年層にかけて農業に対する考え方が農地への執着か
ら自己実現を求める傾向へと変わり、○B 関係機関に対する考え方は周囲への配慮を優
先することから活動の多様化によって積極的に協力を求めることへと変わり、○C 情報
発信に対する考え方は成功例としてモデル像提供の責任感からソーシャルメディアを
媒介に自らの生活を含めた情報の共有へと変わり、○D 集団に対する考え方は周りの反
対意見の抵抗から知識伝承とともに個人行動の優先へと意識の変転が確認された。 
【結論】 
 以上から、今日活躍する女性農業者には世代別特徴に差異の存在が確認できた。ま
た、その差異は彼女らを取り巻く社会および家族の環境の変化によってもたらされて
いると推察できる。 
今後の課題としては、調査対象の追加とともに、世代別女性農業者に与える役割、
女性農業者のモデル像造成、生活性と経済性を融合した世代間のネットワーク形成に
関する考察を挙げる。  
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